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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・庶務管理室より～新しいネームカードと、それを入れるネームケースとその紐の配布を　　　　　　　　11/9(水)から開始いたします。それに伴い、現在使用しているネ－ム　　　　　　　　カードとカードケースの回収を行います。さらに、ネームカードにつ　　　　　　　　いての誓約書も書いていただくことになりますので、シャチハタでか　　　　　　　　まいませんのでハンコをもってきてください。また直接配布いたしま　　　　　　　　すので、庶務員がいるときにもらいにきてくださいますよう、よろし　　　　　　　　くお願い致します。
· 皮膚科診察について～疥癬疑いの患者様に関しては、後一週間、六十○ハップ浴でＢＢ　　　　　　　　　　オイラックスでの処置を続けてください。

· 柳澤　武彦様～本日10：00、アルコール依存症治療プログラム終了し、御家族の受け入　　　　　　　れ整った為退院となっています。初外来日は11/18（金）10：00～です。

· 木村　義重様～前歯の詰め物が取れたとの事で、歯科受診を希望されています。本人が　　　　　　　御家族（お父様）に連絡した所、「受診してもいいと言ってた」と話さ　　　　　　　れています。金銭面に関しては妹様が行っている為、スタッフ側で妹様　　　　　　　に電話し、受診してよいか伺った所、金銭的に難しい事・食事の際に影　　　　　　　響が無ければ受診しなくてもよいと話されています。本人に口腔内の状　　　　　　　況、疼痛の有無を観察・確認し、食事摂取状況も見ていき再度検討して　　　　　　　いく事としています。

· 成田　賀枝様～11/8（火）に問診を行っています。現在不調の訴え聞かれず、作業・プ　　　　　　　ログラム共意欲的に取り組んでいます。本人へは出来る事から取り組ん　　　　　　　でいき、又、不調時はどのように自分で対処していくかを主治医より本　　　　　　　人へ伝えています。担当の方はケアプランの検討お願いします。

· 本多　富美様～11/8（火）に問診を行っています。現在、体重の変動が見られない為、　　　　　　　運動量を増やしていくと共に、再度運動プログラムの見直しが必要との　　　　　　　事です。担当の方は、ケアプランの検討お願いします。

　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　　準夜帯で、本人と担当スタッフで話し合っています。今後は、プログラム後にエアロバイクを１時間行う事を本人と約束しています。それに伴い、体重管理表を本人へ渡しているので、間食や行った運動を記入する様説明しています。体重管理についての認識が乏しい為、引き続き何の為に運動や体重管理を行っているのか説明が必要と思われます。⇒主治医の方針として、体重の変動が見られない事から、今後の外泊は、当分の間禁止との指示です。本人・ご家族に伝える様にしてください。又、本人の反応が予想される為、フォローしていきケアプランの検討が必要です。

　　　　　　　　　

· 高橋　百壽様～11/8（火）に問診を行っています。現在、午前中は不調の訴え聞かれま　　　　　　　せんが夕方より不調の訴え聞かれる為、本人へ昼食後は自室にて休む様　　　　　　　主治医より伝えています。今後は、昼食後自室にて休む様促し作業・プ　　　　　　　ログラムが始まる10～15分前に起きて頂き、一日の状態変化を把握して　　　　　　　いく事とします。

＜措置患者様ＮＣＰ評価・検討＞

· 北山　幸博様～11/8（火）に問診を行っています。本人、自室からあまり出て来られな　　　　　　　いのは以前自分が暴れた事により、他者に迷惑を掛けたからと話されて　　　　　　　います。主治医より本人へ病気の症状で暴れたのであり、「あの時は暴　　　　　　　れてすまなかった」と一言謝るだけでいいとアドバイスを受けています。　　　　　　　こちらとしても本人との関わりを多く持ち、引き続き自室から出て来ら　　　　　　　れているだけでも評価し、何か話したい事は無いかなどの声掛けをして　　　　　　　いく事とします。又、現在の状態についても本人へフィードバックして　　　　　　　いく様にしましょう。

· 出河　　攻様～現在、他者との関わり（駒木　洋士様が自分の事を嘘つきだと言い、吉　　　　　　　田　光良様に嘘つきだと回りに言い振らされている事）に対してイライ　　　　　　　ラしている様子見られます。衝動行為の可能性がある事、現在の自身の　　　　　　　状態について振り返りながら、入院にいたる経緯を認識できる様関わる　　　　　　　必要があります。

＜Ｄｒ安ヶ平担当患者様ＮＣＰ評価＞

· 風穴　チエ様～現在、スタッフや他者に関しての不平・不満聞かれ落ち着きに欠けてい　　　　　　　ます。本人へ今の調子について問うと「精神不安定です」と話し、病棟　　　　　　　への不満や余暇時の過ごし方など話されています。又、女性の声掛けに　　　　　　　返答しない事については「看護婦さんは私の事を馬鹿にしているから」　　　　　　　と話しています。スタッフとしては、状態の変化を考慮して本人へ声掛　　　　　　　けしている事、自身の状況についてはスタッフへ話してきて欲しい事伝　　　　　　　えています。

· 菅井　浩子様～現在、帰宅要求聞かれ、私物も一まとめにしている事見られます。又、　　　　　　　「右半身が痺れる」との訴え聞かれており、作業を途中退席してくる事　　　　　　　もあります。病棟日課に関しては食事の声掛けをしたスタッフに対し

「うるさい！」と易怒的となる事あります。現在の本人の状態を見て自己服薬管理はどうするか伺っていますが「やりますから」と返答されています。引き続き、忘薬やチェック忘れになどに留意し、状態が不安定となった事について振り返り、自身の症状について認識を深める事が出来る様関わりを持っていきましょう。

＜ミニ勉強会＞アルコール依存症　　　　　　　　　　　　　　　　担当：藤原

依存症者の家族背景

　あくまでも要因であり、総体的に多く見られる。

依存症者の父（トラウマを与える）

1） 自身が依存症（全体の1/4～1/3）

2） 暴力

身体的暴力（言語的コミュニケーションが取れない）

※殴る・蹴るから物を使ったりまで様々

性的暴力（血の繋がっていない関係で起こりやすい）

· 頑固…子供が反論すると威嚇

⇒子供は自己主張を止める
· 疑い深い…子供の自主性を奪う

· 強迫的（きれい好き・時間をきちんと守る）…しつけと称し威嚇したり交換条件を出す→支配的

⇒子供は顔色を伺う様になる
· 爆発的⇒子供は用心深くなる
依存症の母

　自己主張が出来ないと父親と同じ

　自己主張が出来る場合→母子カプセルを作る（1人ではなく子供を仲間にする）

　母子密着型（距離が近くなる）

　問題点　１）感情の垂れ流しをする

　　　　　　子供に不平不満・怒り・憎しみをぶつける（幼児虐待・愚痴等）

　　　　　　⇒子供は感情のくずかごとなり、自己主張せず共感ばかりする

　　　　　２）自分の考え方・生き方を子供に託す（自分の身代わりに子供を育てる）

　　　　　　子供は価値観・人生観をコピーされる

　　　　　　批判的となる一方で、抜けきる事が出来ない

　　　　　※期待する一方で、干渉―放置（愛情を注ぐ事が不得意）

　　　　　※優しい暴力（密着する事で心の成長を妨げる）

アダルトチルドレン（AC）の感情・行動パターン

· 自分の為でなく他人の為の行動ばかりする。

· 自分の感じた通りの行動を制限してきたので、自分の欲求や感情が自分でもわからない。

· 適切な感情表現・自己主張が出来ない、してはいけないと思っている。

· 自分を大切にしてはいけないと思い込んでいる。自尊感情・自己評価が低い。

· 自己評価が低い為、自分を大きく見せようとかえって尊大に振舞う。

· 他人からの称賛・評価を求め過ぎる。

· 完璧を求め過ぎる。

· 周囲からの期待に沿って行動し過ぎる。

· 適切に「Ｎｏ」が言えない。

· 楽しめない。遊んだり、陽気になったりしてはいけないと思っている。

· 状況を根本的に変えようとするのは周囲に波風が立つと感じ、問題解決を先送りし、その場限りの平穏無事を求める。

· 親密な人間関係を築きにくい。共依存を起こしやすい。

